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講演記録
インターネットによる法情報検索
一アメ'ノカ法を素材として－
田中規久雄・福島力洋
はじめに
よく 「～の情報をインターネットで調べたいんで
すけど」 という質問をされることが多く、過大な期
待がなされているようなので、最初にインターネッ
トについて一言だけ述べておきたい。
インターネットとは計算機がネットワークで相互
に接続されている「状態」の一形態であって、 クロ
ーズドなパソコン通信のような形態をもつものでは
ない＊ }。 もっとも最近はパソコン通信もインターネ
ットの11に入ってきているが、そうした大きなサイ
トの計算機も電話lul線を通じてインターネットに仲
間入'）している個人の計算機も、一国の政府力罫連用
しているサイトも個人が趣味で開いているサイトも、
（システム上は）対等な立場にあり、同一の価値を
有しうるというのが、 インターネットの特質なので
ある。
というようなわけであるから、 インターネットで
情報発信をしている個々のサイトが、如1可なる運用
形態をとるかについては自由度力ざ高<、たとえば有
料であるか無料であるか、会員制か公開かはもちろ
ん、 どのような情報を提供するかはすべてサブ。ライ
・サイドで決定される。つまり、有料サイトに対す
る支払者といったサブ･ライ・サイドの立場にない者
にとって、 インターネットからの情報は原則的に
「恩恵」であるということを念頭に置いていただき
たい。 「インターネット接続でLEXISを検索してく
ださい｡」 というのはおそらく冒頭の質問の答にな
らないであろうと推察するからである。
とはいえ、 ここで対象とする無料でオープンな情
報に限っても、 インターネット力ざその宝庫の一つで
あることにはまず異論がないであろう。以下、アメ
リカ法を素材として、 その一端をご紹介したい。
（なお、 まずネットワーク上のエチケットについて、
一通りの常識を知ることも重要であろう＊2｡）
1 インターネットとリーガル・ リサーチ
まず、 インターネットでリーガル・ リサーチその
ものの情報や教材を得ることができる。たとえば、
出版社を見れば、National ReporterSystemとい
った判例集にはどのようなものがあるのかとか*3、
Shepardizingとはどのようなことなのかが書いて
あったり＊ I、 LawSchoolの講義録の中に判例の引
用法*3力寸あったりする＊6。
また、 LawSchoolが連邦最高裁判例や連邦法の
一部を検索剛I能な形で提供していた')＊『、連邦下院
が連邦法や州法を収集したりしている＊胤。最近では、
LawReviewについても徐々に整備が進んでいるし率9、
記事を検索III力できる一般誌も現れている*'' '。
もちろんインターネットを利用したリーガル・ リ
サーチ教育についてのページもあり＊'1、わが国でも
インターネットを意識したリーガル・ リサーチ教育
ｶ罫なされ始めている*12o
2 法情報検索の実際
次に、実際の法情報検索についてみてみたい。
( | ） リンク集による情報収集
リンク集とは、なんらかのテーマごとにインター
ネット上のURLをリストにしているページで、外
国法一般*':｝からアメリカ法に特化したもの*Mまで、
様々なものがある。
リンク集による検索の長所は、専門家力§集めてい
ること力苛多く、つけられた表題を見ることによって
どのような情報があるのか大体兄当ｶ：つくという点
である。短所はどうしてもリストが長くなり、同種
情報の重複が増えたりすることである。 ことにリン
ク集の中にリンク集力罫入っていたりすると、ややこ
しくなってしまう。 また、膨大なサイトが次々と生
成消滅しているインターネットでは、ある程度の範
囲を対象とするリンク集を常にup.to-dateなものに
することは至難の業であり、 ことに個人の努力では
どうしようもないところに来ている。
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この段階で希望する情報力ざなさそうな場合は、検
索画Iniに戻って検索語を変えてやり[貢すが、 ここで
は、候補番号1番に、 "SupremeCourtupholdsFree
Speechonthelnternet"とあるので、 この情報を具
体的に見ることにする。 リンクの部分をクリックす
ると当該画面に移動することができる。
(2) ナビゲーターによる情報収集
ナビケーターも一種のリンク集であるといえるが、
分野別の整理が階層化され行き届いており、初心者
にはどのような分野力:あるのかを知ることも含め、
有益な点ｶゴある。 また、最近ではそのサイト内の検
索を含めたナビケーターとなっていること力：多く＊'5、
便利である。
(3) 検索エンジンによる情報収集
以上の、何らかの形で人為が入った検索手段は、
1) リンク集やナビケーターを作ってくれていなけ
ればならない、 2）あちこちにあるリンク集のUR
Lを知っていなければならないという点で、それら
へのリンク集を白分で作っておくなど、ある程度の
コンピュータ・ リテラシーと努力が必要であった。
しかし、 日勤で事前にインターネット ・サイトを
検索し、そのページを解析してデータベースを構築
するという検索エンジンの発展力罫、 インターネット
における法情報検索の新たなパラダイムを提供し
た率'6。 また、検索エンジンを有するような大規模な
サイトは数が少なく、最初に知っておくべきURL
が数個ですむという点も負担を軽減している○
以下、実例として、 「インターネット上の言論の
自由(FreedomofSpeech,FreeSpeech) と合衆
国連邦最高裁」について、兄るべき特定のサイトを
全く知らないということを前提に、検索エンジン*!ア
を利用して情報入手をしてみたいと思う。
接続すると、検索語入力ボックスカゴ現れる。
VictoryforFreeSpeechonthelnternet
TheGayandLesbianActivistsAl lianceofWashington,DC,joinsourfel lowfreedomflghters in
celebratingtheSupremeCouItdecisioninRenov,ACLU‘whichoverturnskeyprovisionsof
theCommunicationsDecencyActofl996asviolationsoftheFirstAmendmenttothe
ConstitutionoftheUnitedStatesWecongratulateour longtimeallytheAmericanCivi l
LibertiesUnionforthissignalvictory,Theenemiesoffreespeech－andthosewhopander
tothem－wi l lbeback『ofcourse，butwecantakerenewedencouragementfromthis latest
indicationthatthetideofhistoⅣiswithus．
この画面を読んでみると、 どうやら、 インターネ
ット上の表現の向由に関して最高裁がRenov.
ACLUという名前の判決を下したようだということ
がわかる。その下には、 "SEEFULLTEXTOF
RULING"とあるので、判決文へリンクしている
ことがわかる。そこへ進むと、 66Supreme Court
DeCisionlndex"というタイトルの画面力ざ現れる。
SupremeCourtDecisionlndex
･Syl瞳@鵬
．。piniQITbyJusticeJohnPauIStevens
oConcurrencebyJusticeSandraDayO'Connor
SearchFFE~W詑璽andDisplaytheResults I荒壺症詐蔬~蕊
議謹鍵 Syllabus、Opinion、Concurrence (シラバス、
法廷意見、 肺l意意兇）のそれぞれへのリンクが張ら
れている力封、 ここではとりあえず事件の概要を知る
ために、 シラバスを見てみる。移動するとシラバス
が州てくる。
SearchwithDigital'sAItaVista[AdVanCedSearch]
「+internet+､@freespeech''+;dsupremecourt''」
と入力し*'恩、 Submitボタンを押す。 しばらくする
と検索結果が両面に表示される。
SUPREMECOURTOFTHEUNlTEDSTATES
b
SyIlabus
RENO，ATTORNEYGENERALOFTHEUNITEDSTATES，etal． v､AMERlCANClVlL
LlBERTlESUNlONetal，
Appeal fromtheUnitedStatesDistrictCourtforTheEasternDistrictofPennsylvania
No96－51 1 ArguedMarchl9’ 1997－－DecidedJune261 1997
TwoprovisionsoftheCommunicationsDecencyActofl996(CDAorAct)seektoprotect
minorsfromharmfulmaterialonthe lnternet, aninternational networkofinterconnected
computersthatenablesmi llionsofpeopletocommunicatewithoneanother in′'cyberspace
1SupremeCourtUpholdsFreeSpeechonthe lnternet
VictoryforFreeSpeechonthelntemet,TheGayandLesbianActivistsAl lianceof
Washington､DC,joinsourfellowfreedomfighters incelebratingthe…
ノブttp>シwww〔牢ao'厚fre"Qﾉ7t/77/－s/Ze2K－3－Sep－97－E〉7動sﾉｧ
2FreeSpeechAdyQcat．sH1且ざMetaphQ直BriefWithSupremeCourt
FreeSpeechAdvocatesFile′'Metaphor"BriefWithSupremeCourtFORlMMEDlATE
RELEASE・JonLebkowsky,anAustin-basedlnternetactMstandauthor,and.…
〃t妙ソﾂ/Wwwspec垣c垣Qf塵ｲb中々､垣"7加ノーsﾉをe､フパー23-尾b－97－a79ｶs/7
3.Re：USSupremeCourtprotectsonIinefreespeechinunanimOU皇rulingthatthe
ReごUSSupremeCourtprotectsonlinefreespeechinunanimousrulingthattheCDAis
unconstitutionalEveryoneThereisnownosuchthingasaCDA“
ﾉﾌﾞtゆ/う/3parC."aXS､COﾉ77/bQmpabOa/可/h7eSSag程S／/2aﾉﾌ t、／－sをe〆－7＆山ﾉ/－97－
E刀gたん
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も 「第一次的権威」によらなければ論文や研究自体
の価値が低く評価される。
インターネット情報はリーガル・ リサーチ上は
「検索書」にあたることが多い。ただ、図書館など
に行かなくても手軽にできることや、 とりあえず原
資料と推定されるものが入手できる点にメリットが
ある。
また、あるサーバー上にしかない情報などについ
ては、URLが第一次的権威となるほかないし、た
とえば、権威ある判例集が公刊されるまでは、U.S.
LawWeekからの引用カゴ認められるなどの点から
考えて、 ともあれ執筆時点でどこかのあるサーバー
にしかない電子情報についてはその第一次的権威が
限定的であるにしろ認められてしかるべきであろう。
卜は、書店にもよるカゴ、一つには、最新の出版情報
が反映されているということにある。発売前のもの
ですらデータベースに登録されている場合もある。
このとき、書店によっては、データベースを在庫と
連動させている場合もあるので、検索中のデータベ
ースがどういう性格のものかを見極める必要がある。
また、欲しい書籍力罫見つかった場合に、その場で注
文できるというのも一つのメリットである。 さらに
は、アメリカでは再販制度が当然違法とされている
ので、割引価格で販売されていることもあり、 うま
く探せばかなり安く買える可能性もある*23．
書店から、受動的に、新着情報を得ることもでき
る。たとえば、 これもAmazon.comのサービスだ
が、Eyesと呼ばれるものがある。 このサービスは、
予め登録しておいたテーマや著者名等に該当する新
着図耆があれば、それについて電子メールで知らせ
てくれるというものである*"･活用次第では、 自ら
の関心事項についてのフォローが容易になるものと
思われる。
まとめ
インターネットの文化は、組織か個人か、 また大
きいか小さいかに関係なく、誰もが情報の受領と発
信ができるという情報の「交換」に価値があるので
あり、それが平等な情報社会の基盤なのであるから、
一方的に情報供与を受けるだけの場合もそのことは
頭の隅にとどめおく必要がある。 インターネットに
欲しい情報が無償で存在すれば幸運を感謝すべきで
あり、不満ならLEXISI'WESTLAWといった有
料の商用データベースを使うべきであろう。
しかし、最新の情報が入手できる場合があること
や、教育用の資料など原典の厳格性があまり要求さ
れない場合はインターネット情報は簡便かつ効率的
な情報源であ')、逆に、 そうした速報性の面や教育
利用の面がもっと活用されるべきことが望まれる。
3 留意事項
次に留意しておいた方ｶ：よいと思われる点につい
て若干補足しておきたい。
( | ） 時間の問題
まず第一は、 インターネットからの電子情報の入
手の際の時間的問題である。
インターネットの電子情報は確かに郵便による送
付などに比較すれば早いとはいえるのだが、 ネット
ワークのトラフィックや関係サーバーのダウンなど、
常に何かのトラブルカ罫内包されていると考えておい
た方がよく、実|際ワーキング・タイムには実用に耐
えない程遅いことがある。
これを緩和するのに、いわゆる白動巡川ソフトや
自動ダウンロード・ソフトを利用することが有用な
場合がある。つまり、求めるURLにあたりをつけ
たら、 ソフトを仕掛けておき、必要な部分を、たと
えば夜間などに取ってこさせるのである*25。少しや
ってみて遅いと感じた場合は、 これを利用し、次の
仕事に取りかかった方が有益であろう。
(2) 権威の問題
第二は引用をII!心とする権威の問題である。
インターネット上の電子‘|青報は原則的に「第一次
的権威(PrimaryAuthority)」ではない。現時点
では、未だ多くは紙情報である原本などの「第一次
的権威」にあたる必要力罫ある。たとえば、引川など
(i主）
*l 片岡昇， 山下一美「インターネット－扉を開けれ
ば|廿界が兄える－」 [http://www.ipcku.kanSai-u.ac.jp
/-kataoka/internet.html]。片岡昇「簡単・便利イン
ターネッ ト」 [http://www.ipckukansai-u.ac.jp/-
kataoka/sldOO1.htm]。
＊2 片価l昇「ネットワーク初心者のためのネチケット
入門」 [http://www.ipcku.kansai.u.ac.jp/-kataoka/
netiquette/]。
＊3 たとえば、West社[http://www.westpub.com/]。
＊4 たとえば、 SabinaAssar,SHEPARDIZINGISA
PROFESSIONALRESPONSIBILITY!!.や、 Stateof
Californiavs.O. J. SimpsonTuesday,September5,
1995Hearingheldatl:03p．m．を例にした解説など
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